
講義録コード

講　座 科目①

目標年 科目②

回　数 回

通算回数 回

収録日 3月 8日

板書
枚数 ー　枚

補助ﾚｼﾞｭﾒ
枚数 1  枚

その他
(正誤表） 　1　枚

講義構成

実施テスト

●教材（ '25目標 国家総合職　憲法 テキスト　）　　　                      　　　 　 1  　 冊

●教材（ '25目標 国家総合職　憲法 問題集 　）　　　　　　　  　　　　　 　　　　 　 1　   冊

●教材（　講師配布レジュメ　） 　   1    枚
講義録添付

（　有・無　）

●教材（　正誤表　） 　   1    枚
講義録添付

（　有・無　）

講師名 亀津　太海　講師
内
　
訳

講義録レポート
14-25-3-1-26-01

公務員講座 専門択一講義

２０２５年合格目標 憲法

コース 国家総合職
1

12

2024年

講義時間 60 分　→　休憩　→　62 分　→　休憩　→　37 分

有　　・　　無

対応テスト

＜ミニテスト＞ 　(     　              )　第　　　　　回

＜答練・演習＞ 　(     　              )　第　　　　　回

この講義録の著作権は、TAC株式会社または権利者に帰属してお
り、当社に無断で複製、改変、転載、転用、インターネット上に
アップロードする等の著作権を侵害する行為は法律によって禁止
されております。

ＴＡＣ公務員講座

使用教材 ●'25目標 国家総合職　憲法 問題集 

●その他配布物（　講師配布レジュメ　／　正誤表   　各1枚　）

配付
教材・資料

備考

※板書の添付はございません。

●'25目標 国家総合職　憲法 テキスト



 
2025合格目標 
国家総合職講座受講生の皆様 

 

 
 

『 専門択一講義 憲法 問題集 』における正誤について 

 

この度，下記のように『専門択一講義 憲法 問題集 』において誤植が発生してしまい

ました。受講生の皆様にはご迷惑をおかけして大変申し訳ございません。お手数ですが訂

正の上，ご使用くださいますようお願いいたします。 

末筆ながらスタッフ・講師一同皆様の合格・採用を心より祈念しております。 

 
 

記 

専門択一講義 憲法 問題集 

頁 誤 正 

P308 

№3-1-5の 

選択肢 4の 

解説の下から

2行目 

それをなし得た最初の時点と判示し

ていることから，各地方の官報販売

所に官報が到着し，その配布を開始

した時点に公布されたものとしてい

ると解される。 

それをなし得た最初の時点と判示して

いる。つまり，判例が問題にしている

のは，いつが「最初の時点」かであり，

「各地方の官報販売所に官報が到達

し，その配布を開始した時点」ではな

い。この考え方は，判例の少数意見の

中に出てくるものであるが，法令の同

時施行主義に反するとされるため，多

数意見では採られていない。 

 
以上 

ＴＡＣ公務員講座 



自己紹介 

 

○青森県出身 

→山と海と雪に囲まれのほほんと過ごす 

→ニッポン放送 vs ライブドア事件をニュースで見て、法律に漠然と興味を持ち始める 

○慶應義塾大学法学部法律学科 

→1～2年次、法律の勉強は楽しかったが、特に将来やりたいことは定まらず 

→友人たちが就活の話をし始めるも、若干現実逃避してしまう 

→3年次に履修した岩谷先生の法史学の授業に感動する 

→大学院でも先生の授業を受けたいと進学を決意 

○慶應義塾大学法務研究科 

→法史学の研究者になることを見据え入学 

→優れた法史学者になるためには実定法の勉強も必須と考えた 

→学者になるには長い年月とお金が必要であることをこの時点で初めて知り断念（しく

じりポイント①） 

→祖母の実家が農家であること、法史学で農村社会の勉強をしていたこと等から、日本の

農業行政に関わりたいと思い、農林水産省を志望するようになる 

→農水省のインターンに参加し、ますます志望度が高まるが、インターン以外に説明会な

どには参加せず（しくじりポイント②） 

→国家総合職試験（行政区分）に 2 桁前半順位で最終合格（おそらく専門記述は 1 桁順

位）、人事院面接はB評価、いま考えると謎の安心感を得る 

→農水省一本で官庁訪問、第 3クールでお断りをもらう（必然） 

→自分は社会から必要とされていない人間なのだととても落ち込み、次年度の官庁訪問

は行わなかった（しくじりポイント③） 

○TACの講師として 

→親と祖父が教員ということもあり、もともと教えるのが好きで、大学入学から 10 年以

上塾講師をしていた 

→法律の勉強を始めるのは遅い方だったが、比較的短期で試験で結果を出すメソッドを

後輩たちに教えたいと思った 

→自分があらゆる面でいわゆる「情弱」だったことから、官庁訪問における「しくじり先

生」としても皆さんに情報を伝えていきたい（（これまで農水省を含めたくさんの内定者が

受講生から出ていますので、その点はご安心ください！） 


